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エグゼクティブサマリー
　NPO法人SAVA　SPORTS　CLUBは設立以来下記のような取り組みを佐伯市から始まり大分県内に普及してきました。現在13年間が過ぎ新しい方向へと転換しようとしています。
　大分県内、特に大分市・別府市・日出町・杵築市・由布市及び移動可能地域の子供から高齢者（障害者含）までの地域住民に対して、スポーツ・文化・健康活動を通じ心身の向上を目指す事業を行い、地域住民の自立的・積極的な社会参加を促進し、もって公益の増進に寄与することを目的とする。
地域の活性化のみならず、わが国の生涯スポーツ振興と健康保持増進に寄与する組織である。
当クラブの強みは人(人脈・スタッフ・指導者)がいます。
・各事業のスタッフは資格を持った専門指導者による指導。
・各事業のスタッフは国際的経験が豊富である。

・いつでも身体の事が相談できるドクターとの連携が出来ていて安心して参加が出来る。特に、スポーツメディカルサポートについては信頼を頂いております。（当クラブがサポートしているチームで日本一になったり、国際大会に出場、春高バレーに出場等の実績がある）
またＳＡＶＡ　ＣＬＵＢ　ＳＣＲの一環として、地域住民及び将来のスポーツアスリート達に対してスポーツを通しての国際的なコミュニケーション能力の身に着ける場を提供する。
健康増進については、高齢者及び地域住民が健康保険に頼らず無理なく自由診療に移行できる環境を整えたい。

別府に新たに拠点が出来ることによって、さらに地域住民、クラブ会員に対して、迅速に対応し、会員の皆様達が立ち寄りやすい場所づくりをして調整やパーソナルレッスン、セラピスト養成講座、帯同の拠点となるよう一室を設け、突然の怪我や調整、リ・コンディショニング、不定愁訴を抱える地域住民達が立ち寄り場所を作り地域住民の健康増進に一躍を担いたい。
　　　　　　　　　　　　　　１．クラブの概要
	名称
	特定非営利活動法人
　　　　　　SAVA  SPORTS　CLUB

	法人格
	特定非営利活動法人

	所在地
	〒874-0847
大分県別府市馬場4-4-409　コーポ宮島

	電話番号
	０９７７－２７－３７２１

	FAX番号
	０９７７－２７－３７２１

	電子メール
	sava3721@yahoo.co.jp

	Webサイト
	https://www.facebook.com/
特定非営利活動法人-SAVA-SPORTS-CLUB-171877642927438/
http://site.wepage.com/sava-sports-club

	代表理事
	近　江　　伸　一

	理　事
	３名

	事務局員
	５名

	監　事
	1名

	利用会員数
	85名

	実施種目
	バレーボール、フットサル、バスケットボール、野球、コーディネション、ベビームーブメント、健康体操、健康・体力づくり活動などコンディショニングルーム、指導者派遣、トレーナー派遣事業。
《障がい者スポーツ》
デフ・ビーチバレー（日本デフビーチバレーボール協会）

障がい者ボウリング（大分県障がい者ボウリング協会）

脊柱靭帯骨化症の予防教室（大分県脊柱靭帯骨化症友の会）

	活動場所
	別府市内及び大分県内

	設立年月日
	2005年7月16日

	設立の経緯
	2004年1月 発起人会

2005年3月 設立総会

2005年7月NPO法人SAVA SPORTS CLU設立


２．クラブのミッション・ビジョン
２－１　クラブのミッション
　子供から高齢者までの地域住民に対して、スポーツ・健康活動を通じ心身の向上を目指す事業を行い地域の住民の自立的・積極的な社会参加を促進し、もって公益の増進に寄与することを目的とする。
①、総合型地域スポーツクラブから特化した種目を展開する。
②、県内総合型地域スポーツクラブに指導者、トレーナーの派遣事業を行う。
③、2025年からの地域医療構想に対してクラブでの取り組みをスタートする。

④、ノーマライゼーションの考え方からのクラブ運営の実践。
⑤、スポーツ選手達の英会話コミニケーションの向上。
以上のことからスポーツ文化の普及・振興に寄与することで、市民の健康づくり・町づくりに貢献する。

２－２　クラブのビジョン
　クラブハウス（治療室・サロン）をオープンし、誰もが気軽に立ち寄り、スポーツやエクササイズを楽しめる。クラブハウス（治療室・サロン）では、身体のケアにも取り組み、不定愁訴に悩む住民、アスリートに向けてドクター、トレーナーによるアドバイスが可能。温泉や宿泊施設を完備し、あらゆる方面から健康増進、病気予防の対策をしていきたい。
①バレーボールにおいて一貫指導型のモデルチームを発足展開。
②スポーツ現場と医療現場のかけ橋ができるスポーツトレーナーを育成、派遣に取り組む。③クラブに現在ある治療室の活用及び新治療室サロンオープン。
④地域に住む住民に地域医療構想に対しての一役を担い予防医療の推進。（運動、作業、
　 リハビリ等）
２－３　ビジョン達成に向けた具体的なゴール

  会員の会員数をバレーボール３５０名、メディカル会員１８０名、高齢者の会員３０名に。
年間売り上げを２５００万円に。

1 クラブ組織の提案。中体連、高体連との連携。U14,U18、のチームが参加できる大会の推進、制度改革。2023年までに。
2 DR、医療スタッフによる、育成（11名）、現場研修、派遣（周りの総合型クラブ数22団体の、5団体に派遣。2020年までに。
③　２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを
　　　人生の最後まで続けることができるよう、クラブとしても一役を担う。クラブの医療スタ
　　　ッフの訪問運動指導等。
　　　クラブコンディショニングルームがある町内に住むに通う高齢者1５名。
　　　クラブコンディショニングルームで子供、障害者、アスリート、の交流、地域に住む住民
　　　に地域医療構想に対しての一役を担う。

３．マーケティング・プロダクト
３－１　マーケティング・リサーチ

	クラブがカバーする範囲・商圏(周囲５km)と人口(性別・年代)
	別府市内を中心に直径５kmを商圏とし、在住・在勤・在学する者をターゲットとする。
《別府市人口》
　　 　　     ～19歳　  20歳～39歳　　 40歳～59歳   　  60歳～69歳　   70歳～            合計
　男  性　　 9,640　 　11,865　　 13,766 　　　　7,544　  11,427　　  　54,242
　女  性　　 9,314　   12,011　  15,091　     8,886　  18,524　　  　63,825
　合  計　　18,953　   23,936　  28,857　    16,430    29,951　   118,067
 構成比　　 16.05% 　  20,27%   24.44%  　  13.91% 　 25.37％ 　　100,00％
市民の男女の比率は男性４５，９４％　女性５４，０５％。

　６０歳上の高齢化率は、３９，２８％である。

　７０歳上の高齢化率は、２５，３６％である。

　メディカルサポート対象年齢５歳～１９歳・１４、９１８名（１２，６３％）
　             　 対象年齢６０歳～    ・４６、３８１名（３９，２８％）


	商圏の特徴
	別府市は山の斜面にあり、移動がしにくく高齢者や児童も参加に大変である。
昔から気軽にスポーツに取り組める環境がある。

	商圏における競合の特徴
	安価なサービスを提供する民間スポーツクラブ

指定管理者の入った公共のスポーツ施設（民間大手スポーツクラブが管理者）
送迎の有り無し等

	クラブの経営資源

(ヒト、金、モノ、情報)の特徴
	・クラブの経営資源
《人》正会員：５４名
月間参加述べ人数会員：２５２名（男性：２０名　女性：３４名）
DRをはじめ医療スタッフが充実
メディカルサポートについては経験と実績がある
他のクラブ等が行ってないプログラムの提供

クラブに専用の治療室・サロンがある
《情報》会報（各月）
ホームページ・フェースブック等
会報掲示（公共施設）

	そのほか特記事項
	一般に認知度が低い。


	クラブの

SWOT分析
	機会（Opportunity）
	脅威（Threat）

	
	①・別府市内もっとも子供が多い地域
②・近隣小学校＆自治会との連携
③・健康寿命に対する施策強化（国県市）
④・近隣に別府大学教育学部・APU大学がある
⑤・国・県の施策、健康寿命施策追い
　　風（ｽﾎﾟｰﾂ関連より福祉予算巨大）
⑥・東京オリンピックに向けて世間関心高い
⑦・別府アリーナの利用頻度高い
	①・大手民間ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの進出、競合
②・他クラブチームの進出
③・補助金助成金の減額又は廃止

④・スタッフの健康、離職

⑤・施設や指導者起因の事故

⑥・過度のｸﾚｰﾑやﾈｯﾄ上の誹謗中傷

⑦・現状以上の少子化

⑧・大家都合による拠点退去

⑨・PCﾃﾞｰﾀの破損、漏えい

	強み（Strength）
	機会①
強み⑤
	・地域施設を活用し、他地域団体と連
　携し地域の課題を解決できる可能性
　有
〔ｲﾍﾞﾝﾄの共同開催、場所の提供〕
	機会①

脅威①②
	・選手育成型ｸﾗﾌﾞに特化する事で部活他のｸﾗﾌﾞとの差別化が可能

	①・行政に依存しない自立型クラブ
②・バレーボール＆トレーナーは人脈、　選手育成知識豊富
③・近隣の中ではバレーボールに対して認知度が高い
④・試合を中心に育成している効果か

　ら生徒にはゲームが好きな子が多い
⑤・近隣小学校との信頼関係から全生

徒に直接ｸﾗﾌﾞ案内を配布できる
⑥・医療スタッフが充実
⑦・小学生の扱いに慣れたｽﾀｯﾌが多い

⑧・社保に加入している

⑨・HPを自前で制作できる

⑩・各ｽﾎﾟｰﾂ会社との連携あり

⑪・セルフメディケーションを行っているクラブが少ない

⑫・メディケーションは24時間体制で対応する
	
	
	
	

	
	
	
	機会①

脅威①⑤９
	・補助金助成金に一切頼らなくても

　経営が成立する施策を実施していく
⇒広告宣伝費をかけず告知集客する

    方法

  近隣学校の放課後ｸﾗﾌﾞ等巡回指導

⇒無駄な経費・人件費の見直し

⇒人脈を駆使し人事採用費をかけない

	
	機会①②

強み⑤
	・生徒の家族、親戚、友人などに

　範囲を広げたｲﾍﾞﾝﾄ実施可能
	
	

	
	機会②⑦
	・地域施設にてバレー大会を主催する

 ことが可能
	
	

	
	強み②⑦
	・責任感あるバレー指導者を雇用
	
	

	
	機会①

強み④
	・競技志向の生徒の受け皿となるバレ

 ーボールを立ち上げる
	
	

	
	
	
	弱み④
	・普段ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとりずらいｽﾀｯﾌとの食
  事会など全ｽﾀｯﾌが親睦深めるﾊﾞｰﾍﾞｷｭ
  ｰやｽﾎﾟｰﾂ観戦などを実施し、組織全体
　の絆を強める

	
	機会③⑤

強み⑪⑫
	・ｽﾀｯﾌ余剰時間を生かした60歳以上

  向け健康増進事業可
	
	

	
	機会②

強み③
	・地域自治会ﾈｯﾄﾜｰｸを活用し地元

　に住むバレー指導者を見つける
	強み⑨

脅威⑥
	・ﾈｯﾄ上ｸﾚｰﾑの予防対策実施

	
	
	
	強み⑨

脅威⑥
	・各情報は適切にﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟし保管

	
	機会①

弱み③
	・バレーは、ﾃｸﾆｯｸ・技術指導に重点

  を置き練習試合も積極的に行い差

  別化を計る
	
	

	
	
	
	強み⑪⑫

脅威⑤
	・メディケーションしながらスポーツを

　出来る

	弱み（Weakness）
	
	
	
	

	①・参加人数が少なくなる為、経営面で

    厳しい

②・部門によっては大学生指導及び学生の為、ﾚｯｽﾝ＆ｲﾍﾞﾝﾄ内容低
③・施設使用代、維持費高
④・ｼﾌﾄの都合上ｽﾀｯﾌ同士顔を合わせる機会少い
⑤・近隣企業との連携あまりない
⑥・ﾈｯﾄﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞに弱くSE対策不十分
	機会①

弱み③
	・ｽﾎﾟｰﾂ、子育て関連企業とのｺﾗﾎﾞ実

  施
	弱み④

脅威④
	・ｽﾀｯﾌ同士が顔を合わせｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取

　れる環境を整備する

	
	
	
	脅威①②
	・他ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞをﾍﾞﾝﾁﾏｰｸし、自社より優

　れた点はすぐに取り入れる

	
	
	
	弱み①

脅威①②
	・セルフメディケーションの位置づけを

　明確にし地域に必要な事業へ再構成

　する

	
	
	
	弱み①

脅威①②
	・競合他社を定期的にベンチマークし
　差別化や優位性を強化し告知してい

　く

	
	
	
	弱み⑥

脅威⑦
	・ｺｺﾅﾗなどのｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞを利用しSEO
　対策などを行う


３－２　マーケティングとスポーツプロダクト

	プロダクト名
	大分バレーボールアカデミー

（カテゴリ―別地域のバレーボールクラブチーム）

	プロダクト概要
	一貫性指導のクラブチーム　　バレーボールを始める前にコーディネーショントレーニング～コアトレに。発育発達に沿って6カテゴリー別の指導及びチーム作り。指導力の発揮
バレーボールにおいて一貫指導型のモデルチームを発足展開中
月・水・金・18:00～21:００（別府市南小学校体育館）　土・日9:00～16;00（別府市中央小学校体育館・南部公民館体育館）週により変更有・その他北部公民館体育館・大平山公民館体育館・別府アリーナ・市民体育館等
セルフコンディショニング指導あり

	ターゲット顧客
	小学生から大学生まで　約800名　構成比　約8.0０%
別府市中心に近隣地域より初心者からプロフェシュナルを対象に
カテゴリー別の指導から一貫性の指導をすることを提供できる

	市場規模
	上記対象の別府市・速見郡・杵築市・大分市内の及び通える範囲
上記対象地区の1200名、別府市他の地区
市場人口
ミニム　　　  　7歳から12歳　５９０２１名
カデット　　　　12歳から16歳　２９６８５名
ユース　　  　16歳から18歳　３２１９７名
ジュニア　　  18歳から20歳　２２４８２名
アンダー23　　23歳まで      １８７７２名
シニア　　　　　23歳以上対象　５００００名位
利用目標は各カテゴリー25名　6カテゴリー(150名)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1年　　2年　　3年　　4年　　5年

ミニム　　　  　7歳から12歳　　３名　１２名　２０名　３０名　５０名
カデット　　　　12歳から16歳　３０名　３５名　４５名　４５名　６０名
ユース　　  　16歳から18歳　　０名　　０名　　９名　１２名　２０名
ジュニア　　  18歳から20歳　　０名　　０名　　３名　　９名　１２名
アンダー23　　23歳まで　　　　　 ０名　　０名　 ０名　　４名　１２名
シニア　　　　　23歳以上       ０名　１２名 １６名  ２０名 ２０名
各カテゴリーは男女合計人数です。


	利用会員が求める

ベネフィット
	身体つくりから、専門技術指導　
スポーツトレーナーによるコンディショニング＆リカバリー
年齢に合った専門技術指導　（国際コーチⅡ、バレーボールコーチⅣ）
専門士による指導　（食育・栄養・メンタル）
国家資格者によるメディカルサポート（DR、PT、柔道整復師、鍼灸師）

	プロダクトの差別化
	一貫性指導のクラブチーム
バレーボールを始める前にコーディネーショントレーニング～コアトレに。発育発達に沿って6カテゴリー別の指導及びチーム作り。指導力の発揮

バレーボールに特化した今までに無いスポーツクラブチーム、小学生からシニアまでの初心者からプロフェシュナルを対象に
カテゴリー別の指導から一貫性の指導が出来ることを提供できる
・ミニム7歳から12歳・カデット12歳から16歳・ユース16歳から18歳・ジュニア18歳から20歳・アンダー23　23歳まで・シニア23歳以上男女別チーム・
大分県にはこの様なクラブがない
経験豊かな指導者がいることを提供できる
国家資格者によるメディカルサポート、（DR、PT、柔道整復師、鍼灸師）食育・栄養・メンタルの専門的指導の提供ができる

	価格
	年会費11000円　月会費５５００円　大会遠征費別途

	プロモーション
	各学校へチラシ配布など戦略的に行う(小・中・高・大・専門）
戦略的とは学校内で配布してくれるように交渉。中でも一番ターゲットの多い、小中に対してはOBOG、保護者、指導者，教員等の縁故関係、利害関係等の活用。
自治体広報氏への掲載

口コミ、体験会の実施
活動状況のHP,SNSによる発信
県内近隣27総合型スポーツクラブ（県内４４クラブ）へ対して訪問説明及び出張体験会の出前。

	備考
	


	プロダクト名
	セルフメディケーションサロン
（リハビリテーション・リコンディショニング・セルフメディケーションサロン）

	プロダクト概要
	高齢者及び地域住民が健康保険に頼らず無理なく自由診療に移行できる環境を整えたい。クラブにある治療室の活用（毎日9:00～21:00オープン年中無休）
全利用者会員対象とする及び地域住民。
対象利用者に対するセルフコンディショニング・リカバリーコンディショニング指導の提供

種目別に必要なフィジカルトレーニング・コアトレーニング指導の提供
スポーツ現場と医療現場のかけ橋ができるスポーツトレーナーを育成、派遣に取り組む。

	ターゲット顧客
	対象・小学生から大学生までのアスリート約１５０名　
地域にある地域総合型スポーツクラブ

小学生から大学生までのスポーツ活動中の選手の障害・外傷のリ・コンディショニングを必要とするアスリート

	市場規模
	上記対象の別府市・速見郡・杵築市・大分市内の及び通える範囲

利用目標は上記対象地区の別府市150～200名、及び他地区
市民の男女の比率は男性４５，９４％　女性５４，０５％。

　６０歳上の高齢化率は、３９，２８％である。

　７０歳上の高齢化率は、２５，３６％である。

　メディカルサポート対象年齢５歳～１９歳・１４、９１８名（１２，６３％）
　             　 対象年齢６０歳～    ・４６、３８１名（３９，２８％）
希望者が目標を超える場合は治療室の拡張及びセラピストの確保が必要なので考慮する
アカデミー会員は全参加とする

	利用会員が求める

ベネフィット
	高齢者・アスリートが外傷・傷害・障害受傷後の復帰に対するアプローチ
アスリートや高齢者が悪い部位の原因を知りたい
悪くならないためにはどうやって予防をしたらいいのか

自分の身体を知る講座の開講（人間取扱い説明講座）

	プロダクトの差別化
	健康増進については、高齢者及び地域住民が健康保険に頼らず無理なく自由診療に移行できる環境を整えたい。

現在このようなケアをするシステムが無い
対処療法でなく根本治療に主眼を置いている
個々のメンタル・リカバリー・食事療法・低年齢層には食育のアドバイスをを行う。　アスリートの故障しない身体づくり

	価格
	入会金5500円　（VBアカデミー会員は無し）

月会費5500円　（一般会員）

月会費3300円　（VBアカデミー会員）
一般患者さんに対する治療費は別途
・治療費４0分5000円～・鍼灸治療費3000円～

・訪問鍼灸治療費1610円～交通費別途2600円～保険対応

	プロモーション
	各学校へチラシ配布など戦略的に行う(小・中・高・大・専門）

戦略的とは学校内で配布してくれるように交渉。中でも一番ターゲットの多い、小中に対してはOBOG、保護者、指導者，教員等の縁故関係、利害関係等の活用。
自治体広報氏への掲載

口コミ、体験会の実施

活動状況のHP,SNSによる発信
県内近隣27総合型スポーツクラブ（県内４４クラブ）

	備考
	


	プロダクト名
	ＳＡＶＡ体操
地域に住む住民に2025年からの地域医療構想に対してクラブでの取り組みをスタートする
セルフコンディショニング運動療法

	プロダクト概要
	当クラブのCSRに対する取り組みとして、これまでの実績から
地域社会及び会員に提供できる事業である。
語学教室・留学・スポーツ交換留学（クロアチア、モロッコ、
オーストラリアとクラブ間提携）高齢者の運動教室
障害者スポーツへの企画運営

	ターゲット顧客
	対象：６５歳以上79歳（241667名）、
高齢者男女４０名　構成比　約7.7０%
治療室に来られる地域に住む住民（高齢者）65歳以上の男女
別府市朝日・大平山・鶴見地区男女7,111名

	市場規模
	上記対象地区の治療室に来られる地域に住む住民（高齢者）65歳以上（366812名）の男女に対して転倒予防、運動療法を指導する
上記対象の別府市・速見郡・杵築市・大分市内の及び通える範囲

利用目標は上記対象地区の別府市150～200名、及び他地区

市民の男女の比率は男性４５，９４％　女性５４，０５％。

　６０歳上の高齢化率は、３９，２８％である。

　７０歳上の高齢化率は、２５，３６％である。

　対象年齢６０歳～    ・４６、３８１名（３９，２８％）
希望者が目標を超える場合は治療室の拡張及びセラピストの確保が必要なので考慮する
参加者中よりスポーツの可能な会員については、クラブの提供するスポーツに参加する様に方向づける

	利用会員が求める

ベネフィット
	専門家による運動指導
会員間の交流

高齢者が外傷・傷害・障害受傷後の復帰に対するアプローチ

高齢者が悪い部位の原因を知りたい
悪くならないためにはどうやって予防をしたらいいのか

自分の身体を知る講座の開講（人間取扱い説明講座）

	プロダクトの差別化
	現在このようなケアをするシステムが無い
対処療法でなく根本治療に主眼を置いている

個々のメンタル・リカバリー・食事療法のアドバイスを行う

高齢者の故障しない身体づくり
健康増進については、高齢者及び地域住民が健康保険に頼らず無理なく自由診療に移行できる環境を整えたい。

	価格
	入会金1,100円　月会費1,100円

	プロモーション
	行政との差別化を考える行政ではできないプログラムの提供等

自治体広報氏への掲載

老人会町内会の掲示板

口コミ、体験会の実施
活動状況のHP,SNSによる発信
県内近隣27総合型スポーツクラブ（県内４４クラブ）

	備考
	訪問スタッフによる訪問リハビリ
行政からの委託事業も展開する


４．ビジネスモデルと事業概要
４－１　ビジネスモデル図


[image: image1]
４－２
事業内容
1. 大分バレーボールアカデミー事業

1-1　カテゴリ―別地域のバレーボールクラブチーム（一貫性指導のクラブチーム）
　　バレーボールを始める前にコーディネーショントレーニング～コアトレに。
発育発達に沿って6カテゴリー別の指導及びチーム作り。
　　指導力の発揮
近隣小学校の放課後クラブや学童に巡回スポーツ指導に伺い、バレーボール好きになった生徒にクラブへ体験に来て

　　　　　もらう。

　　　　　⇒　各小学校の校長先生・教頭先生、学童責任者、PTA、自治会などと連携し、実現化していく。

　　　　　初心者からプロフェシュナルを対象にカテゴリー別の指導から一貫性の指導をすることを提供できるを強調する。

　　　　　クラブ主催にてバレーボール大会を主催する、特に低学年キッズ向けや公式戦でなかなか勝てない子が経験を積める

　　　　　大会を行う。

1-2　セルフメディケーションサロン（アスリートのコンディショニング・治療室の経営・トレーナー育成・派遣）
当クラブ収入の4割強を占める事業である。
　　アスリートのパフォーマンスを最大限に引き出せるようサポートする。
メディカル・メンタル・食育など、今までに実績がある。
日常から健康増進のため下記のようなことをクラブサロンの特徴を体験に来てもらう。
　　　　　・高齢者・アスリートが外傷・傷害・障害受傷後の復帰に対するアプローチ

　　　　　・アスリートや高齢者が悪い部位の原因を知りたい

　　　　　・悪くならないためにはどうやって予防をしたらいいのか

　　　　　・自分の身体を知る講座の開講（人間取扱い説明講座）

　　　　　・現在このようなケアをするシステムが無い
　　　　　・対処療法でなく根本治療に主眼を置いている

　　　　　・個々のメンタル・リカバリー・食事療法・低年齢層には食育のアドバイスを行う

　　　　　・アスリートの故障しない身体づくり

1-3　ＳＡＶＡ体操　この事業は等クラブのCSRに対する取り組み事業（文化・国際・スポーツ・高齢者・CSR）
　　　　当クラブの実績から地域社会及び会員及び地域住民に提供できる事業である。
　語学教室・留学・スポーツ交換留学（クロアチア、モロッコ、オーストラリアとクラブ間提携）
　高齢者の運動教室
　　　障害者スポーツへの企画運営
当クラブのCSRに対する取り組み
　　　　日常から健康増進のため下記のようなことをクラブサロンのＳＡＶＡ体操の特徴を体験に来てもらう。
　　　　地域に住む住民に2025年からの地域医療構想に対してクラブでの取り組みをスタートする

　　　　セルフコンディショニング運動療法
　　　　高齢者を対象とした運動療法教室

　　　　地域に住む住民に2025年地域医療構想に対しての一役を担う。

　　　　教室型・訪問型両方に対応する運動指導
　　　　教室型・週３回２０分・開催

　　　　訪問型・週３回２０分・開催（教室参加に移行出来るように目標設定する）
1 年間プログラム
	
	VBアカデミー・
A
	セルフメディケーション・
B
	SAVA体操地域医療・C
	D
	E
	F
	J

	4月
	●
	●
	●
	
	
	
	

	5月
	●
	●
	●
	
	
	
	

	6月
	●
	●
	●
	
	
	
	

	7月
	●
	●
	●
	
	
	
	

	8月
	●
	●
	●
	
	
	
	

	9月
	●
	●
	●
	
	
	
	

	10月
	●
	●
	●
	
	
	
	

	11月
	●
	●
	●
	
	
	
	

	12月
	●
	●
	●
	
	
	
	

	1月
	●
	●
	●
	
	
	
	

	2月
	●
	●
	●
	
	
	
	

	3月
	●
	●
	●
	
	
	
	

	


A・・・バレーボールアカデミー

B・・・セルフメディケーションサロン
C・・・SAVA体操

②週間プログラム
	
	月
	火
	水
	木
	金
	土
	日

	　7:00～ 9:00
	Ｃ
	Ｃ
	
	Ｃ
	Ｃ
	
	

	　9:00～11:00
	B・C
	B・C
	B・C
	B・C
	B・C
	A・B・C
	A・B・C

	11:00～13:00
	B
	B
	B
	B
	B
	A・B
	A・B

	13:00～15:00
	B・C
	B・C
	B・C
	B・C
	B・C
	A・B・C
	A・B・C

	15:00～17:00
	B
	B
	B
	B
	B
	A・B
	A・B

	17:00～19:00
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	A・Ｃ
	A・Ｃ

	19:00～21:00
	A・B
	A・B
	A・B
	A・B
	A・B
	A・Ｃ
	A・Ｃ


４－３
料金体系等

　　
　　・正会員会費(ＮＰＯ法人正会員)
　　　　クラブ正会員・入会金
・入 会 金　　 　 一　名　　　5,500円

・家族会員　　   一家族　　11,000円

クラブ正会員・年会費

・年 会 費　　    一　名　　　5,500円

・家族会員　  　  一家族　　11,000円

クラブ正会員・月会費
　　　　　　　－子ども1,100円、学生2,200円、一般3,300円、シニア1,100円

　　　*クラブ利用会員・入会金
入　会　金　　　　  一　名   　5,500円
家族会員　　　    一家族   11,000円
*クラブ利用会員・年会費
　　　　　　　－子ども500円、学生1,１00円、一般2,200円、シニア500円

*クラブ利用会員・月会費
　　　　　　　－子ども1,100円、学生2,200円、一般3,300円、シニア1,100円

　　
　　・正会費(ＮＰＯ法人正会員)大分バレーボールアカデミー

　　　　アカデミー会員入会金　　　5,500円

アカデミー会員年会費　 　11,000円

　　　　アカデミー会員月会費　　　5,500円

・賛助会員年会費

　　　　　　　個人年会費一口2,000円　団体年会費一口10,000円

参加会費(利用会費)

1 プログラム参加
	会員種別
	利用会員
	治療室

	
	ジュニア・シニア
	学生
	一般
	アカデミー
	

	　年　会　費
	年会費500円
	年会費１,100円
	年会費2,100円
	　年会費11,000円
	実費

	　利用月会費
	月会費1,100円
	月会費2,200円
	月会費3,300円
	　月会費5,５00円
	実費

	イベント参加
	各事業開催毎集金
	各事業開催毎集金
	各事業開催毎集金
	各事業開催毎集金
	各事業開催毎集金


3 大会イベントの開催
　　近隣のカテゴリー別の交流大会開催
年に3回、別府市スポーツ大会開催助成金を利用して開催する。

ゴールデンウイークキャンプ・サマーキャンプ・ウインターキャンプ
4 飲食・物販・

　　・クラブのオフィシャルグッズとして「オリジナルTシャツ」「タオル」と「携帯電話ストラップ」他を販売

　　・将来的には、自動販売機を設置したい。

４－４
施設の管理と運営

①活動拠点の確保方策

　　　別府市立南小学校体育館・別府市中央小学校体育館・浜脇中学校体育館
　　　別府市南部地区公民館体育館・大平山地区公民館体育館
現在は年間優先的に年間抑えられている
②施設維持管理費
	
	年間コスト
	備考

	清掃業務
	50,000円
	・日頃の清掃は各クラブやマネジャー等が行う。

・定期的に一斉清掃（ボランティア事業のため人件費
　は発生せず）

	設備管理業務
	50,000円
	治療室什器・治療室物療機器関係

	建物管理業務
	720.000円
	治療室家賃

	駐車場･駐輪場管理業務
	120,000円
	

	廃棄物処理業務
	30、000円
	医療産業廃棄物


５．組織・人材（配置・確保・養成）
－１
組織の基本的な考え方
　それぞれの事業経営について権限委譲を行い、経営責任も明確にするための事業部
　組織とする。
５－２
組織図（人数も明記）




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当クラブは、総会⇒理事会⇒代表理事の順に意思決定する組織となっている。会員の要求・要望・ご意見などは、日常のコミュニケーションとアンケート及びご意見箱によってクラブ運営に反映している。





５－３
職務分析表と職務要件
	役職
	求められるスキル
	職務内容

	　　

代表理事


	全体の統括及び業務全般
	・クラブの事業計画作成及び実行・模範となるレッスンの実施
・人事業務(採用、教育、評価) ・ｽﾀｯﾌﾚｯｽﾝ時のﾌｫﾛｰ及び教育
・資金調達、運営資金管理・ｽﾀｯﾌの健康管理、安全指導
・他クラブ、団体、組織との連携＆ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

	事務局

職員

	的確な事務処理能力事務処理

・PC基礎、エクセル基礎・最低限の現場指導内容、理解
・対人ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力、救急対応、接客スキル
	・生徒＆保護者へのお知らせメール配信・レッスン前のミニッツコート準備
・お問合せ電話、メール対応・ケガした生徒の対応
・生徒＆保護者様との接客業務・レッスン生徒保護者の対応
・助成金の報告資料作成業務・新規体験者のフォロー
・会費処理、入金確認　　・体験書類印刷＆セット・退会予定者対応
・体験、入会、変更手続き対応・イベント開催時のサポート業務
・イベント申込み受付＆入金・忘れ物対応
・問合せ対応

	指導者


	臨機応変な対応

教室の講師

・生徒＆保護者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力・各種目専門育成知識
・イベント企画能力（収支計算） 　

・⇒メニューの開発、横展開
	・レッスン時の生徒出欠確認・レッスン実施による子供育成
・生徒＆保護者への配布物の配布〔普及～選手育成〕
・成長シートのデータ入力＆印刷・クラブ育成方針に則った指導
・イベント、合宿、遠征の企画・愛情ある子供へのレッスン
・生徒＆保護者との責任ある事務手続き対応・子供及び保護者様とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
・指導ﾉｳﾊｳの蓄積＆アウトプット・2名以上で指導する場合は互いの連携
・アルバイトコーチの技術指導及び安全指導管理

	アルバイト

	臨機応変な対応

教室の講師

・生徒＆保護者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力・各種目育成基礎知識

	レッスン時の生徒出欠確認・クラブ育成方針に則った指導
・生徒＆保護者への配布物の配布・愛情ある子供へのレッスン
・成長シートのデータ入力＆印刷・メインコーチの指示に従いサポート
・簡易的なイベント企画・2名以上で指導する場合は互いの連携
・子供及び保護者様とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

	ボランティア
	高いコミュニケーション力

・生徒＆保護者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力・各種目育成基礎知識
	地域との連携

・子供及び保護者様とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

・生徒＆保護者への配布物の配布・愛情ある子供へのレッスン
・指導ﾉｳﾊｳの蓄積＆アウトプット・2名以上で指導する場合は互いの連携


５－４
概算人件費と要員数
	
	人数
	基本給/報酬
	時給
	概算人件費（月額）

	専任職員
	３人
	１６万円
	円
	４８万円

	臨時職員
	１人
	10万円
	円
	１０万円

	アルバイト
	２人
	4万円
	１０００円
	4万円

	実技指導者
	２人
	２０００円
	１５００円
	4万円

	運営ボランティア
	１０人
	交通費・弁当代
	円
	3万円


６．クラブの安全管理
６－１
リスクマネジメント
	
	起こりうる状況
	予防と対策
	対応
	防止

	①人・組織
	（会員・参加者）

・運営に関する意見の相違

・会員の退会・減少等

（スタッフと会員）

・暴言・暴力やトラブル

・ハラスメント

・指導・方針に関する意見の相違
（スタッフ）

・ハラスメント

・雇用差別

・労働災害

・不祥事
・指導者不足（クラブ外）

・近隣トラブル

・指導者の引き抜き

・会員獲得の競合
	（会員・参加者）

・ミッション・ビジョンの共有

・ルール、モラルの秩序の徹底

・傷害保険の加入

（スタッフ）

・ミッション・ビジョンの共有

・ルール、モラルの秩序の徹底

・スキルアップ
・適切な労務管理

・労災や損害賠
償保険の加入

・人材確保

（クラブ外）

・ミッション・ビジョンの発信

・活動内容の広報

・相談、調整
・協力、連携
	（会員・参加者）

・現状把握、事実確認

・被害拡大の防止

・早急な事態収拾

・事実の公表・原因の
　分析

（スタッフ）

・現状把握、事実確認

・被害拡大の防止

・早急な事態収拾

・事実の公表
・原因の分析


	スタッフ間のコミニケーション
定期的な研修等

	②施設･用具
	（施設）～体育館etc

・床や地面に足をとられる

・接触やボールによる事故

・災害
（天災・人災）

（用具）～ボール・etc

・破損　　
・使用頻度
（古い道具）

・技術レベルに合
わない道具

・盗難


	（施設）

・安全点検

・マニュアル作成

・事故発生対応

（用具）

・日常点検、安全確認

（点検マニュアル作成）

・事故発生時マニュア
　ル作成


	（施設）

・現状把握、事実確認

・活動の中断、中止

・早期復旧
・原因の分析

（用具）

・現状把握、事実確認

・被害拡大の防止

・応急処置等

・活動の中断、中止

・購入先やメーカーへ
　の連絡

・原因の分析
	定期的に点検

ダブルチェックをする。


指導前に今一度指導者による安全点検を行ってから指導に入る

	③経済面
	（会費）

・会費を初めに低く設定す
 ると値上げに対する不満
 が出る（寄付金・協賛金）

・ある固定した企業や個人
 のみに頼ると収入の不安
 定となり、他者の介入が
 妨げられる

（事業収入）

・事業の種類によっては、
  課税の対象となる

・不意の事故やプロダク
  ト、販売方法などに関
するトラブルがある

（助成・補助金）

・現在、交付されていない
  が、将来,資金となる場
  合がある
	・安定した活動が継続
  できるよう、ある一
  定の財源に依存しな
  い

・会費・事業収入とサ
  ービス（指導）との
  バランスや質が問わ
  れる

・会費収入（会員数）
  はクラブの評価とな
  るため、財源の使途
を会員に情報公開す
る
	・会費や事業収
入の拡大を図り、合
わせて多様な財源
確保を行う。

・資金不足にならない
  よう、財源使途の
分析や方策を考える
	会費に見合うような提供をする

	④活動時
	（活動前後）

・自宅から活動場所へ移動
 する途中の交通事故等
（活動中）

・活動中の事故やケガ・死
  亡

・参加者同士、指導者との
  接触事故やケガ・死亡

・無理な計画、指導者の注
  意不足などによるケ
  ガ・死亡

・故意による施設。設備・
  用具の破損

・急な天候の変化（荒天や
  熱中症）

・盗難（貴重品）
	・責任体制の明確化

・傷害保険の加入

・事故発生時マニュア
  ルの作成

・応急処置（救急法）
  の学習

・体力や技能レベルの
  活動計画作成

・活動上の注意事項、
  ルールの徹底

・ウォームアップとク
  ールダウン

・参加者の様子や体調
  の変化の観察

・周囲の状況や天候の
  観察
・交通安全指導の徹底
	・応急処置（救急救命）

・医療機関とのネットワ
  ーク

・事故時の状況の把握、
  事実確認

・被害拡大の防止

・家族、関係先等への連
  絡

・活動の継続,中止の判断

・原因の分析、責任の所
在を調査究明
	責任体制の明確化
被害拡大の防止

	⑤情報
	（個人情報）

・パソコンや記憶装置の紛
 失

・ウイルス等による情報流
 失

・名簿や個人情報の掲載さ
 れた資料の紛失

・スタッフによる不正
（ホームページ）

・ホームページ上に個人情報を公開してしまい、悪質ないたずらにより情報を改ざんされる

・掲示板に個人を誹謗・中
  傷する
内容の書き込みが行わ
れる場合がある


	（個人情報）

・個人情報保護法の熟
  知

・保存情報の暗号化

・データを持ち出さな
  い

・ウイルス対策ソフト
  の使用

・個人情報が記載され
  た資料等を放置しな
  い
（ホームページ）

・重要な情報については電話連絡を併用する

・掲載内容の確認

・パスワードの設定

・定期的な監視
	（個人情報）

・流失情報の確認

・インターネット上で流
  失情報の監視

・事情説明と謝罪、再発
  防止策の説明
（ホームページ）

・間違った情報や改ざんされた情報の訂正

・誹謗・中傷記事の削除

・掲示板の閉鎖も視野に
入れる
	データを持ち出さない

定期的な監視
責任体制の明確化



	⑥活動環境
	（騒音・振動）

・スポーツイベント等の音
  楽、運営アナウンス、観
  客の声援、鳴り物による
  応援などによる周辺住
  民からの苦情

（日照）

・著しく日照権が侵害され
 る

（夜間照明）

・周辺住民からの苦情

（自然破壊）

・クラブ関係者によるゴミ
 のポイ捨てによる苦情

（駐車・駐輪）

・指定区域外での駐輪、違
  法駐車による苦情
	・責任体制の明確化

・過去の事例収集をし
 ておく

・事故発生時のマニュ
  アル作成

・地域住民への事前説
  明（信頼関係を築く）

・活動内容の広報
・自治会や関係団体等
  との相談、調整
	・状況の把握、事実確認

・事故現場の整理

・事実の公表

・活動の継続、中止の判
  断

・原因の分析
	被害拡大の
防止


６－２
保険

	対象
	種類
	保険料
	補償内容

	正会員

及び

利用会員
	スポーツ安全保険
	会費と別に徴収

掛け金1名あたり

Ａ１　800円
ＡＷ　1,450円
Ｃ64歳以下1,850円

Ｂ64歳以下1,850円


	障害保険・・・急激で偶然な外来の事故により被った傷害による死亡、後遺障害、入院、手術、通院を補償・熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒も対象となります。
損害責任保険・・・他人にケガをさせたり、他人の物を壊したことにより、法律上の損害賠償責任を負うことによって被った損害を補償
突然死葬祭費用保険・・・突然死（急性心不全、脳内出血などによる死亡）に際し、親族が負担した葬祭費用を補償

	イベント利用者
	レクリエーション保険

イベント保険
	イベントごとに集金

掛け金1名あたり800円
	団体での活動中および往復中に、急激で偶然な外来の事故により被った傷害（熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒を含む。）による死亡、後遺障害、入院、手術、通院が補償
死亡　2000万円

後遺障害（最高）3000万円

入院（１日につき）４，０００円

通院（１日につき）１，５００円

	セラピスト
	損害賠償保険　
賠償責任保障制度
一般社団法人　日本治療協会
	個人から徴収

国家有資格者１年間１３０００円
民間有資格者１年間１８０００円
	セラピストが利用者に怪我をさせてしまった場合の対応や悪質なクレームに対しての対処方法をアドバイス。利用者から施術に起因する内容に関し、民事訴訟を起こされた場合の顧問費用及び賠償任保障制度にて保障。

	当法人
	スポーツ・文化法人責任保険
	年間売上高

3,000万円未満

年間保険料21,000円
	法人が社会教育活動を行う場合、その活動中に発生した事故により、突然高額な損害賠償責任を負う可能性があり、そのような賠償事故に備え社会教育活動を取り巻くリスクを幅広く補償する
法律上の損害賠償責任を負担した場合の補償

対人賠償、対物賠償合算： 1事故5億円

ただし、対人賠償は 1人 1億円


６－３
緊急連絡先（医療機関等）
　　　・新別府病院（救急体制が整っている）一番近い24時間体制の病院
　　　・別府医療センター（救急体制が整っている）ヘリポート完備

　　　　　大分県医師会会長との連携が密のため全面的に協力体制ができている
　　　　　ドクターとライブオンラインでつなぎ的確なアドバイスを受ける体制ができている

６－４
緊急連絡網（役員等）



 
　　


  ７．事業収支計画
■2020年度〔目標値〕：利用人数156名　売上1236万円　経常利益▲806,000円
2020年度は各主要事業において、下記に重点を置き事業を推進する

1. 大分バレーボールアカデミー事業

　1-1　カテゴリ―別地域のバレーボールクラブチーム（一貫性指導のクラブチーム）
　　バレーボールを始める前にコーディネーショントレーニング～コアトレに。
発育発達に沿って6カテゴリー別の指導及びチーム作り。
　　指導力の発揮
近隣小学校の放課後クラブや学童に巡回スポーツ指導に伺い、バレーボール好きになった生徒にクラブへ体験に来て

　　　　　もらう。

　　　　　⇒　各小学校の校長先生・教頭先生、学童責任者、PTA、自治会などと連携し、実現化していく。

　　　　　初心者からプロフェシュナルを対象にカテゴリー別の指導から一貫性の指導をすることを提供できるを強調する。

　　　　　クラブ主催にてバレーボール大会を主催する、特に低学年キッズ向けや公式戦でなかなか勝てない子が経験を積める

　　　　　大会を行う。

　1-2　セルフメディケーションサロン（アスリートのコンディショニング・治療室の経営・トレーナー育成・派遣）
当クラブ収入の4割強を占める事業である。
　　アスリートのパフォーマンスを最大限に引き出せるようサポートする。
メディカル・メンタル・食育など、今までに実績がある。
日常から健康増進のため下記のようなことをクラブサロンの特徴を体験に来てもらう。
　　　　　・高齢者・アスリートが外傷・傷害・障害受傷後の復帰に対するアプローチ

　　　　　・アスリートや高齢者が悪い部位の原因を知りたい

　　　　　・悪くならないためにはどうやって予防をしたらいいのか

　　　　　・自分の身体を知る講座の開講（人間取扱い説明講座）

　　　　　・現在このようなケアをするシステムが無い
　　　　　・対処療法でなく根本治療に主眼を置いている

　　　　　・個々のメンタル・リカバリー・食事療法・低年齢層には食育のアドバイスをを行う

　　　　　・アスリートの故障しない身体づくり

　1-3　ＳＡＶＡ体操　この事業は等クラブのCSRに対する取り組み事業（文化・国際・スポーツ・高齢者・CSR）
　　　　当クラブの実績から地域社会及び会員及び地域住民に提供できる事業である。
　語学教室・留学・スポーツ交換留学（クロアチア、モロッコ、オーストラリアとクラブ間提携）
　高齢者の運動教室
　　　障害者スポーツへの企画運営
当クラブのCSRに対する取り組み
　　　　日常から健康増進のため下記のようなことをクラブサロンのＳＡＶＡ体操の特徴を体験に来てもらう。
　　　　地域に住む住民に2025年からの地域医療構想に対してクラブでの取り組みをスタートする

　　　　セルフコンディショニング運動療法
　　　　高齢者を対象とした運動療法教室

　　　　地域に住む住民に2025年地域医療構想に対しての一役を担う。

　　　　教室型・訪問型両方に対応する運動指導
　　　　教室型・週３回２０分・開催

　　　　訪問型・週３回２０分・開催（教室参加に移行出来るように目標設定する）
■2021年度〔目標値〕：利用人数216名　売上1,714万円　経常利益5,240円

リハビリテーション・リコンディショニング・セルフメディケーションサロン＆セラピスト養成講座を開き、人材の育成と黒字化する体制を整える。

■2022年度〔目標値〕：利用人数250名　売上2,192万円　経常利益▲307,400円

スポーツ現場と医療現場のかけ橋ができるスポーツトレーナーを育成、派遣に取り組む黒字化を実現する。その為に、

■2023年度〔目標値〕：利用人数350名　売上2,588万円　経常利益738,000円

クラス分け選手たちが、次のカテゴリーに進むために利用人数が増えていく。今までのカテゴリーから上のクラスに移動する選手たちの推察からはじき出された人数である。毎年スライドして年代が移行するために毎年新入する選手が増えていくので利用人数の増加につながっていく。
2022年度と同様の方針にて黒字化にさせる。

■2024年度〔目標値〕：利用人数350名　売上2,588万円　経常利益▲1,727,000円

202３年度と同様の方針にて黒字化させる。__
添付資料
過去の借り入れ実績

　・大分銀行　佐伯支店　150万　　　　　　2005年借り入れ　2,007年返済済み

　・大分銀行　佐伯支店　150万　　　　　　2007年借り入れ　2009年返済済み
　・国民金融公庫　大分支店　300万　　　　2010年借り入れ　2015年返済済み

　・大分県信用金庫　別府支店　400万　　　2011年借り入れ　201６年返済済み

　・みらい信用金庫　鶴見支店　200万　　　2012年借り入れ　201７年返済済み

各団体からの助成

　★笹川財団　・・・備品購入費
　★TOTO助成・・・ビーチバレー大会運営費等　     2008年～2012年
　　　　　　　　　　クラブマネージャー助成金       2012年～2015年
　　　　　　　　　　ビーチバレーコート4面分備品（支柱・ネット・コートライン
　　　　　　　　　　・得点板・アンテナ等）
　　　　　　　　　 「親子元気アップセミナー」
　★日本財団　・・・マイクロバス購入助成
SAVAスポーツクラブ





別府市教育委員会スポーツ課


情報共有、補助金、学校連携、少年団連携


福祉課との連携











スポーツ庁・日本スポーツ協会


スポーツ基本計画・クラブマネージャー研修等教育





クラブ会員


正会員(社員)　


活動会員・アスリート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


役員・その他








大分県スポーツ協会総合型関連情報共有、補助金











プロダクト提供 保護者様　ご家族　地域住民


・大分バレーボールアカデミー事業


・セルフメディケーションサロン事業


・ＳＡＶＡ CSR事業








スポーツショップ


　　物販・情報交換








一般地域住民


一般顧客


健康増進目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








他クラブ・他総合型クラブ(県内/県外)


　練習試合・合同合宿・ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ開催








月謝・イベント参加費


　バレーボールアカデミー


　セルフメディケーション


SAVA 体操・SAVA English school　スポーツクラブ海外留学





・大分バレーボールアカデミー事業　カテゴリ―別地域のバレーボールクラブチーム（一貫性指導のクラブチーム）


　バレーボールを始める前にコーディネーショントレーニング～コアトレに。発育発達に沿って6カテゴリー別の指導及びチーム作り。　　指導力の発揮


・セルフメディケーションサロン事業　セルフメディケーションサロン　　リ・コンディショニングセンター


アスリートのコンディショニング・治療室の経営・トレーナー育成・派遣


・ＳＡＶＡ CSR事業　この事業は等クラブのCSRに対する取り組み事業（文化・国際・スポーツ・高齢者・CSR）


当クラブの実績から地域社会及び会員及び地域住民に提供できる事業である。　語学教室・留学・スポーツ交換留学（クロアチア、モロッコ、オーストラリアとクラブ間提携）　高齢者の運動教室


　　　障害者スポーツへの企画運営





・アカデミー・メディケーション・会員、生徒、一般地域住民


セラピスト養成事業メディケーション・会員、生徒、一般地域住民





社員・総会（10名）





・監事（1名）





・理事会（3名）





・代表理事（1名）


兼クラブマネージャー





・事務局(常勤5名)








・バレーボールアカデミー事業


（コーチ7名）











･メディカル事業


（事務局スタッフ5名兼任）





・鍼灸整体治療院�・スポーツ選手のコンディ


　ショニング


・トレーナー派遣


・メンタルコンディショニ


ング


・食事療法


・食育








・健康事業


（事務局スタッフ5名兼任）





・地域住民に対する憩いの


場提供サロン


・運動教室


・転倒予防教室


・食事療法








シニア�





ミニムU｜10





カデットU


｜14





ユ｜スU｜17





ジュニアU｜21





アンダ｜２３








消防署（救急車）


119　


別府消防本部�0977-25･1122


病院（救急医療）


0977-67-1111





（連絡内容）


・いつ・どこで


・誰が（氏名、年齢、性別）


・どうなったか（状況、症状等）








責任者・連絡係


�現場・クラブ事務所








事故発生現場





　　・ファーストエイド�　　・誰かを呼ぶ


　　・指示を出す


　　・DRとオンラインによる


　　アドバイスを受ける�　　











クラブ会長・役員


近江伸一理事長





（連絡内容）


・いつ　　・どこで


・誰が（氏名、年齢、性別）


・どうなったか（状況、症状等）


・のでどうした（病院、手当等）











保護者





（連絡内容）


・いつ　　・どこで


・どうなったか（状況、症状等）


・のでどうした（病院、手当等）
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